
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（７）その研究の集大成がM. C. Jacob,１９８８であるが，これはのちに拡充されて，M. C. Jacob,１９９７として
公刊された。またM. C. Jacob,２０００をも参照せよ。
（８）詳しくは，例えば，大野誠，１９９８をみよ。
（９）Margaret C. Jacob, １９７６の翻訳者，中島秀人も理学系の科学技術史の研究者である。なお長尾伸一，
２００１，１５頁では「ジェイコブ・テーゼ」が紹介されているが，この紹介と批評はあまりに短く，意味がよ
く分からない。






（１５）Ibid. pp.２９２～２９７. また，Barbara J. Shapiro,１９６９をも参照せよ。
（１６）Charles Webster,１９７５.
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（３５）同上，１６７頁。
（３６）同上，１６８～１７２頁。
（３７）A Brief Account of the New Sect of Latitude-men , together with some reflections upon the new philoso-




















（４７）G. R. Cragg,１９５０, pp.３８～３９.
（４８）Ibid . p.５７.









（５７）R. K. Webb,１９９６, p.１２.
（５８）J. Marshall,１９９２, pp.２５７～２５８. 国教会の高位聖職者である主教たちは，聖職貴族として貴族院に議席
をもっている。なお，バクスターの教会体制観については，梅津順一，２００５をみよ。
（５９）R. A. Ashcroft,１９９２, p.１５２.
（６０）R. Kroll, R. Ashcroft, and P. Zagorin, eds.,１９９２, p.２０; J. Marshall,１９９２, pp.２６５～２６６.
（６１）青柳かおり，２００８，第４章，第２節。




































（８９）R. K. Webb,１９９６, p.２６.
（９０）Ibid., p.２７;. C. G. Bolam, J. Goring, H. L. Short, and R. Thomas,１９６８, pp.１５５～１６４.
（９１）Norman Sykes,１９５３＝野谷啓二訳，２０００，１２９頁。
（９２）以下の概観は，John Gascoign,１９９６, pp.２２４ff. に依る。
（９３）プリーストリーの思想と行動の概観については，杉山忠平，１９７４をみよ。
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